
コンテンツ海外流通マーク（コンテンツ海外流通マーク（CJCJマーク）マーク）

CJCJマークとはマークとは

日本のコンテンツホルダーがコンテンツを日本のコンテンツホルダーがコンテンツを

海外で安心して流通させるために・・・海外で安心して流通させるために・・・

◎◎アジアにおける最低限の法的環境づくりをアジアにおける最低限の法的環境づくりを

共同で行う共同で行う

◎アジアにおける最低限のエンフォースメント◎アジアにおける最低限のエンフォースメント

を共同で行うを共同で行う

◎正規品の品質に対する信用維持を念頭に◎正規品の品質に対する信用維持を念頭に

共同で行うことにより、戦略的対応共同で行うことにより、戦略的対応やや費用負担費用負担

の軽減の軽減など様々な利益を得ることなど様々な利益を得ることが可能が可能

資料６



第１７回東京国際映画祭

財団法人東京国際映像文化振興会
東京国際映画祭組織委員会事務局



＜最優秀芸術貢献賞＞
ニワトリはハダシだ
監督：森﨑東
出演：肘井美佳、原田芳雄

ダンデライオン
監督：マーク・ミルガード
出演：ヴィンセント・カータイザー、タリン・マニン

風のファイター（韓国公開バージョン）
監督：ヤン・ユノ
出演：ヤン・ドングン、加藤雅也

ハリオム
監督：ベラットバラ
出演：ヴィジェイ・ラーズ、カミール・ナタ

＜審査員特別賞＞
ココシリ：マウンテン・パトロール（原題）
監督：ルー・チューアン
出演：デュオ・ブジエ、キィ・リャン

ミラージュ
監督：ズベトザル・リストフスキ
出演：マルコ・コヴァチェヴィッチ、ムスタファ・ナダレヴィッチ

時の流れの中で
監督：チェン・ウェンタン
出演：グイ・ルンメイ、レオン・ダイ

＜最優秀監督賞＞＜観客賞＞
大統領の理髪師
監督：イム・チャンサン
出演：ソン・ガンホ、ムン・ソリ

るにん
監督：奥田瑛二
出演：松坂慶子、西島千博

＜最優秀主演男優賞＞
スキゾ
監督：グーカ・オマロヴァ
出演：オルジャス・ヌスパエフ、エドゥアルド・タビシェフ

サマーソルト
監督：ケイト・ショートランド
出演：アビー・コーニシュ、サム・ワージニトン

狼といた時
監督：ニコライ・ソロフツォフ
出演：オレグ・フォミン、エレナ・ドゥロビシェヴァ

インストール
監督：片岡Ｋ
出演：上戸彩、神木隆之介

ライス・ラプソディー
監督：ケネス・ビィ
出演：シルビア・チャン、マーティン・ヤン

＜東京グランプリ＞＜最優秀主演女優賞＞

ウィスキー

コンペティション部門

世界５９の国と地域から、３１０作品の応募があり、その中から予備審査を通過した選りすぐりの１５本を期間中に上映され
各賞が授与されることとなった。

① ② ③ ④ ⑤

① ②

③

④

⑤

監督：フアン・パブロ・レベージャ、パブロ・ストール
出演：アンドレス・パソス、ミレージャ・パスクアル



日本映画・ある視点部門

興行に結びつきにくい日本映画にスポットを当て、日本映画の振興に貢献する目的のために企画された「日本映画・ある視点」、
そして注目度の高い作品の上映など多様な目的と明快な方向性を持った新企画が実施された。

＜SMA FILMS DAY＞

＜オープニング招待＞
理由
配給：ＷＯＷＯＷ
監督：大林宣彦
原作：宮部みゆき

＜オープニング招待＞
理由
配給：ＷＯＷＯＷ
監督：大林宣彦
原作：宮部みゆき

ＴＨＷＡＹ－血の絆
配給：「血の絆」製作委員会
監督：千野皓司
出演：麻生あかり、永島敏行

ＴＨＷＡＹ－血の絆
配給：「血の絆」製作委員会
監督：千野皓司
出演：麻生あかり、永島敏行

ハサミ男
配給：メディアボックス
監督：池田敏春
出演：豊川悦司、麻生久美子

ハサミ男
配給：メディアボックス
監督：池田敏春
出演：豊川悦司、麻生久美子

銀のエンゼル
配給：メディアスーツ
監督：鈴井貴之
出演：小日向文世、佐藤めぐみ

銀のエンゼル
配給：メディアスーツ
監督：鈴井貴之
出演：小日向文世、佐藤めぐみ

帰郷
配給：ビターズ・エンド
監督：萩生田宏治
出演：西島秀俊、片岡礼子

帰郷
配給：ビターズ・エンド
監督：萩生田宏治
出演：西島秀俊、片岡礼子

サヨナラＣＯＬＯＲ
配給：近代映画協会
監督：竹中直人
出演：竹中直人、原田知世

サヨナラＣＯＬＯＲ
配給：近代映画協会
監督：竹中直人
出演：竹中直人、原田知世

＜クロージング・フィルム＞
シンクロニシティ
配給：アップリンク
監督：手塚眞
出演：安藤政信、橋本麗香

＜クロージング・フィルム＞
シンクロニシティ
配給：アップリンク
監督：手塚眞
出演：安藤政信、橋本麗香

＜日本映画･ある視点部門＞ 笑の大学
監督：星護
出演：役所広司、稲垣吾郎

笑の大学
監督：星護
出演：役所広司、稲垣吾郎

ＮＩＮ×ＮＩＮ 忍者ハットリくん ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ
監督：鈴木雅之
出演：香取慎吾、田中麗奈

ＮＩＮ×ＮＩＮ 忍者ハットリくん ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ
監督：鈴木雅之
出演：香取慎吾、田中麗奈

ホテル ビーナス
監督：タカハタ秀太
出演：草彅剛、中谷美紀

ホテル ビーナス
監督：タカハタ秀太
出演：草彅剛、中谷美紀

＜作品賞＞＜特別賞・津田寛治の演技に対して＞

樹の海

配給：シー・アイ・エー
監督：瀧本智行
出演：萩原聖人、井川遥

六本木ヒルズアリーナで行われた観客賞授賞式での
津田寛治（左）と瀧本智行監督（右）

＜森田芳光 ONE DAY ｽﾍﾟｼｬﾙ＞

（ハル）
監督：森田芳光
出演：深津絵里、内野聖陽

（ハル）
監督：森田芳光
出演：深津絵里、内野聖陽

３９ 刑法第三十九条
監督：森田芳光
出演：鈴木京香、堤真一

３９ 刑法第三十九条
監督：森田芳光
出演：鈴木京香、堤真一

それから
監督：森田芳光
出演：松田優作、藤谷美和子

それから
監督：森田芳光
出演：松田優作、藤谷美和子

ゴジラ インターナショナル・バージョン

監督：本多猪四郎

出演：志村喬、宝田明、河内桃子

ゴジラ インターナショナル・バージョン

監督：本多猪四郎

出演：志村喬、宝田明、河内桃子

ファイナルファンタジーⅦ アドベントチルドレン

（特別編集版）

監督：野村哲也

ファイナルファンタジーⅦ アドベントチルドレン

（特別編集版）

監督：野村哲也

＜特別上映＞



マーケット

マーケットイベントとして、映画、アニメ、コミック、ゲームなど日本を代表するエンタテインメント・コンテンツを網
羅し世界にアピールする初の試みの第１回。10月22日～24日の３日間、千葉県・幕張メッセで開催され、22日
はビジネス関係者のみ、23、24日は一般来場者も迎えた。出展企業・団体数118、小間数計691、ブース数計
85。会場には人気コンテンツが勢ぞろいし新作・話題作を発表。ステージイベントやグッズ販売も行なわれ、産
業促進に一役買うマーケットであるとともに、一般来場者も幅広く楽しめるエンタテインメントの祭典となった。10
月22日6,252名、10月23日24,077名、29,480名、計59,809名の来場者を得て、活況を呈した。

アニメーションを含む映画、テレビ番組、ビデオ作品など映像ソフトのビジネス取引を総合的にサポートするコ
ンテンツマーケットの第一回目。10月25日～27日の3日間に渡り、六本木ヒルズ森タワーアカデミーヒルズで
開催された。国内からは大手映画会社やテレビ局から独立系の制作会社や団体まで53社が、海外からも東
京国際映画祭「アジアの風」部門の参加会社を中心に31社が出展した。東京国際映画祭ゲストの来場も多く、
また直前に開催された「ENTaMA」との連携効果もあって、最終的に来場者は全21ヶ国から1800名を超え、
会場内の至るところで活発な交流・商談が行われていた。

■東京国際エンタテインメントマーケット2004～コミック・アニメ・ゲーム＆フィルムフェア
10月22日～24日 幕張メッセ（千葉）

■東京国際フィルム＆コンテンツマーケット2004  フィルム＆ＴＶプログラム
10月25日～27日 六本木ヒルズ森タワーアカデミーヒルズ



公式動員数

企画名 上映本数 入場者数

オープニング・イヴ 1 636 

コンペティション 15 15,052 

特別招待作品 23 19,475 

アジアの風 35 15,925 

日本映画・ある視点 8 2,284 

SMA FILMS DAY 3 334 

森田芳光 ONE DAY スペシャル 3 608 

特別上映 2 1,196 

ニッポン・シネマ・クラシック 8 1,515 

文化庁映画週間－Here＆There

ＲｉＦＦ2004（リージョナル・フィルム・フェスティバル2004） 13 2,133 

毎日映コン傑作選 9 871 

東京アニメ映画祭 14 948 

東京国際ファンタスティック映画祭2004 40 13,012 

第3回東京国際CG映像祭 1 1,376 

ショートショート フィルムフェスティバル アジア 2004 51 970 

みなと上映会 4 821 

第1回スーパーインディーズ映画祭2004 46 1,202 

第1回東京ネットムービーフェスティバル2004 20 782 

シネマディスカバリー オン ＤＶＤ ホワッツ・ニューシネマ？

～“アメリカン・ニューシネマ”の今日的意義を探る～ 7 374 

デジタルシネマ上映会

～ＩＴで広がる東京国際映画祭の新しい可能性～ 1 282 

夜空ノシタノ、シネライブ 6 339 

第17回東京国際女性映画祭 15 3,200 

メディアセレクション 9 1,649 

コリアン・シネマ・ウィーク2004 5 2,095 

企画名 上映本数 入場者数

アトム・エゴヤン映画祭2004－カナダと日本：75周年 10 1,418 

イタリアの９０年代―変貌するそのイメージ 3 225 

東京国際エンタテインメントマーケット2004

～コミック・アニメ・ゲーム＆フィルムフェア － 59,809 

東京国際フィルム＆コンテンツマーケット2004 

～フィルム＆TVプログラム － 4,537 

東京コンテンツマーケット2004 － 9,932 

第1回東京アジア・ミュージックマーケット（TAM) － 660 

サテライト上映会 1 174 

シンポジウム「ヒットの法則を探る～映画マーケティングと予告篇～」 － 136 

プロデューサーズ・フォーラム シンポジウム 「国境を超えるコンテンツ」

～ハリウッド・香港・日本のトップ・プロデューサーに聞く最新事情～ － 440 

日本・フランス 映画協力フォーラム － 15 

UCLA EXTENSION エンタテインメント学部

特別プログラム in 東京国際映画祭 － 360 

東京デジタルシネマシンポジウム2004 － 130 

ハイビジョンセミナー「デジタルハイビジョンコンテンツの魅力と可能性」 － 85 

日中韓文化コンテンツ産業フォーラム2004 － 332 

文化庁映画週間―Here&There 第2回文化庁映画賞受賞記念上映会 3 85 

文化庁映画週間―Here&There アジア映画人会議＆世界映画人会議 － 120 

文化庁映画週間―Here&There 文化庁全国映画祭コンベンション － 190 

文化庁映画週間―Here&There

第2回文化庁全国フィルムコミッション・コンベンション － 200 

映像産業の振興政策ゼミナール～基幹産業として、今何が必要か～ － 178 

六本木ヒルズアリーナイベント － 4,110 

映画大博物館『六本木六丁目映画街』 － 10,451 

総合計 356 180,666 



開催概要

■名称 第１７回東京国際映画祭

■主催 財団法人東京国際映像文化振興会（第１７回東京国際映画祭組織委員会）

■共催 経済産業省（マーケット部門）、東京都（コンペティション部門）、(社)映画産業団体連合会（ニッポン・シネマ・クラシック部門）

■期間 平成１６年１０月２３日（土）～１０月３１日（日） ９日間

■開催会場 六本木ヒルズ（港区）、 Bunkamura(渋谷区) をメイン会場として、他の都内の各劇場及び施設・ホールを使用

■企画 コンペティション、特別招待作品、アジアの風、日本映画・ある視点他

■後援 経済産業省／外務省／総務省／文化庁／日本自転車振興会／国際交流基金／渋谷区／港区／日本貿易振興機構／
（社）日本経済団体連合会／東京商工会議所／(社)日本映画製作者連盟／（社）映画産業団体連合会／
（社）外国映画輸入配給協会／モーション・ピクチャー・アソシエーション（MPA ） ／全国興行生活衛生同業組合連合会／
東京都興行生活衛生同業組合／(財）日本映画海外普及協会／(財）角川文化振興財団／ （財）デジタルコンテンツ協会／
（財）港区スポーツふれあい文化健康財団

■補助・助成 日本自転車振興会（競輪公益資金）

■支援 文化庁国内映画祭支援

■協賛 東急グループ／森ビル／トヨタ自動車／鹿島建設／LVMHウォッチ・ジュエリー ジャパン フレッド ディヴィジョン／
ヴーヴ・クリコ ジャパン／ANA／NOVA／凸版印刷／角川書店／ぴあ／富士写真フイルム／松竹／東宝／東映／
角川映画／ＴＯＨＯシネマズ／（社）映画文化協会

■オフィシャル・モバイル ＮＴＴ ＤｏＣｏＭｏ

■協力 ＮＴＴ東日本／ＮＴＴ西日本／テレビ朝日／イメージネット／Ｊ－ＷＡＶＥ／バカ・ザ・バッカ／アドテックス／新日本製鐵

■黒澤明賞協賛 セガサミーホールディングス


